
 

抗 議 文 

 

 

在本邦アメリカ合衆国大使館  

特命全権大使 

ウィリアム・F・ハガティ 閣下 

 

 

 この度，貴国が昨年１２月１３日に，ネバダ州の核実験場において臨界前核実験を実施

していたとの報道に接しました。 

 国連で核兵器禁止条約が採択され，国際社会が「核兵器のない世界」の実現に向けて努

力しているなか，核保有の姿勢を保持し続け，臨界前核実験を実施していたことに旭川市

は厳重に抗議します。 

 核兵器の廃絶を願う「平和都市宣言」を行い，平和首長会議及び日本非核宣言自治体協

議会の一員である旭川市は，貴国が世界の大国として，核兵器の開発と保有につながるあ

らゆる核実験を即時中止し，核軍縮の取り組み，核兵器廃絶に向けた主導的役割を果たす

よう強く求めますので，本国へ伝達されるようお願いいたします。  

 

 

 

平成３０年１０月１５日 

 

旭川市長 西川 将人     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


